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特集：観光ボランティアガイド 
★表紙 

上写真：福岡市の櫛田神社で「博多情緒めぐり」の案内をする観光ボランテ

ィア。福岡市博多区役所提供。 

下写真：福岡県太宰府市の四王寺山（大野城跡）の土塁にて解説する観光ボ

ランティアガイド。「大宰府の古代防衛施設 16km ウォーキング」コースのひ

とつ。「歩かんね太宰府実行委員会」の中野朋之撮影。 

★カラー頁 

特集：観光ボランティアガイド（横山秀司） 

シホテ―アリニの自然（沖津 進）  

★特集 観光ボランティアガイド 
観光ボランティアガイドとは－全国で活躍するボランティアガイドさん 横山秀司 

大学生による観光ボランティアガイドの実践 

 －城西国際大学観光学部主催の鴨川市太海地区ツアー 山村順次 

『篤姫』ブームを支えた観光ボランティアガイド－鹿児島市の事例 深見 聡 

★特集コラム 

【鹿児島県指宿市】篤姫ガイド紀代ちゃんの一日 吉留紀代子 

【鹿児島市】子どもガイドの活躍－石橋記念公園の取り組み 田峰みどり 

【兵庫県生野町】近代化遺産「生野銀山」のボランティアガイド 渡邉公章 

【横浜市都筑区】古民家と史跡をめぐる－地図を片手にウォーキング 秋山 満 

【長崎市】わがまちを語る「さるくガイド」 水芦嘉子 

【名古屋市中川区】円空仏の微笑みに魅せられて－荒子観音寺のボランティアガイド 落合克吉 

【大分県別府市】別府八湯ウォークのボランティアガイド 矢島嗣久 

【福岡県太宰府】気持ちよかやん、風も人も－「歩かんね太宰府」の活動 島松尚宏 

 

★新連載 

健康な地理学１ 救急救命と地理学－ウルトラマンはＡＥＤを使えるか？ 岩船昌起 

 

★連載 

インタビュー 社会で活躍する地理学出身者を訪ねて 24 平林公認会計士事務所所長 平林亮子さん 

   主催：日本地理学会地理教育専門委員会 

港町を散策する３ 酒田－最上川の河口に発達した港町 酒井多加志 

シホテ―アリニの自然２ アルセーニエフの沿海地方探検とデルス・ウザーラ 沖津 進 

エジプトは今日も快晴 15 アジアとアフリカの境界を貫くスエズ運河 堀 琢磨 

変容する地域を捉える－日本地誌と世界地誌５ 琵琶湖湖岸の改変－南湖を中心として 辰己 勝 

ワークショップ企画や災害調査に役立つ地域調査演習９ 現地での調査 牛山素行 

変わる国土 30 柿田川湧水－静岡県駿東郡清水町 赤桐毅一 



★寄稿 

  ウィリー･ウィリーは熱帯低気圧ではない－用語法の変化に乗り遅れた日本 

   小口 高・財城真寿美 

 

★書架 

『日本の漁村・水産業の多面的機能』 淺野敏久 

『地盤災害から身を守る』 小口 高 

『風土紀行』 影山穂波 

『地図でみる西日本の古代』 米家泰作 

『アイルランドを知れば日本がわかる』 齋藤清嗣 

『世界を舞台に歴史授業をつくる』 志村 喬 

『日本の産業地域社会形成』 田林 明 

『実践！気候データ解析 第二版』 飯島慈裕 

 

★情報 

原稿募集／ちょっとお知らせ／次号予告 


